
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆講演会 

講師  前原一教さん   （広島県東部こども家庭センター所長）  

☆活動報告 

 上野和子（子どもアドボケイト派遣センター広島センター長） 

実践報告 派遣センター所属のアドボケイト  

★参加申し込みは、 

こちらからお願いします。 

もちろん、電話、メールでの 

申し込みも受け付けています。 

３月 29

 

 

主催:特定非営利活動法人 

ひろしまチャイルドライン子どもステーション 

〒７３０－００１３ 

広島市中区八丁堀７－１１広島 YMCA気付 

  TEL/FAX    ０８２-２３３-８６５５ 

事務局携帯 ０９０-７９９８-６１１３ 

０８０-１５６４-２１６５ 

E-mail：advocate.hiroshima@gmail.com 

 

  2000年 3月からチャイルドラインを開設し、子どもの話に耳を傾けてきました。2022年度からは広島県子供

の権利養護事業、今年からは広島市意見表明等支援事業の受託を受け、ここまで３年間、アドボケイト派遣センタ

ーとして、県内、3か所の一時保護所や児童養護施設にいる子どもたちの話を聴いています。 

 これまでのアドボケイト活動の中で、子どもたちの置かれている背景、子ども達の想いを社会に伝えると同時に、

いま子どもが置かれている現状、また現アドボケイトの活動を子どもアドボケイト増員が喫緊の課題の今、増員に

つながる機会とすべく、この報告会を企画することにいたしました。 

 

講師 前原一教さん（広島県東部こども家庭センター所長） 

mailto:advocate.hiroshima@gmail.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アドボケイトの実践から、広島県内の子どもの育ちを、子どもたちと共に考え、社会全体で見守る体

制作りを考える機会とします。と同時に、子どもの権利条約の周知・並びに実践するアドボケイト活動を

社会に知らせ、アドボケイトの増員を目指します。 

 

☆前原一教さん プロフィール（広島県東部こども家庭センター所長） 

広島県広島市出身。平成 4 年に広島県庁に採用される。平成 17 年から福山児童相談所（現東部こども

家庭センター）に配属される。主に児童虐待の初期対応業務に従事し，職権一時保護，立入調査などを数

多く経験する。令和 4年から現職。社会福祉士（今年、認定資格を取るために勉強中）。 

平成 29 年の日本子ども虐待防止学会第 23回学術集会から毎年，3 機関協働面接など児童虐待対応，一

時保護所の取り組みなど，当センターにおける実践活動を報告している。 

趣味は武道。現在は、筋トレにはまっている（といっても 7月から）。 

子どもの権利条約と子どもアドボカシー 

〈子どもの権利条約 １２条【意見を表す権利】〉 

子どもは、自分に関係のあることについて自由に自

分の意見を表す権利をもっています。その意見は、

子どもの発達に応じて、じゅうぶん考慮されなければ

なりません。（日本ユニセフ協会抄訳）  

子どもには意見を表明する権利があります。それ

は、その意見表明権を保障するための取り組みが

「子どもアドボカシー」です。それを実践する人を「ア

ドボケイト」と呼びます。アドボケイトは独立していて、

自身の思いや考えを交えず、１００％子どもの立場に

立つことが求められます。 

日本では、２０１６年の児童福祉法の改正で子ども

が権利の主体として初めて位置づけられ、子どもの

「意見が尊重される」ことなどが書き込まれました。

2024 年 4 月、同法施行に伴い、国や地方公共団体

に対し、子どもの「意見又は意向」の尊重を通じて子

どもの権利の擁護につなげる環境の整備を行うこと

が努力義務とされました。 

 

子どもアドボカシーとは 
子どもたちの声を聴き、意見表明を支援したり代弁し

たりする活動で、子どもの声を大きくする「マイク役」に

なることです。 

様々な権利を侵害されている子どもたちのために、あ

くまでも当事者である子どもを主体として周囲の人が

声を上げていくということです。 

●子どもアドボカシー3つの活動 

相談活動(傾聴、意見形成支援) 

代弁活動(意見表明支援) 

調整活動(意見実現支援) 

 

子どもアドボカシーの６原則 

①エンパワメント 
子どもが自分の言葉で意見を表明できるように気

持ちを聴き、意見をまとめ伝える手伝いをするとい

うことです。 

② 子ども主導 
アドボケイトは子どもの指示と許可に従って行動

するということです。 

③ 独立性 
子どもに関する意思決定、教育などを行う機関（福

祉事務所、教育委員会、施設、学校）などと利害

関係を持たないという意味であり、日本では幾つ

かの自治体に設置されている「子どもオンブズパ

ーソン」がこれにあたる。独立性のあるアドボカシ

ーは、最も純粋で強力です。 

④ 守 秘 
子どもの許可なしに、子どもから聴いたことを他 

者に伝えてはならないということです。ただし、虐 

待や暴力などの危険があるときはその限りでは 

ありません。 

⑤ 平 等 
全ての子どもたちに平等にアドボカシーを行うとい

うことです。特に障害児や乳幼児は、これまで意見

表明ができない存在だとみなされてきました。しか

し、言葉を話さない子どもたちにも意思や気持ちは

あり、泣いたり笑ったりして意見表明をしていま

す。こうした子どもの「言葉で表現されない声」を聴

き、代弁することが必要です。 

⑥ 子ども参加 
アドボカシーは常に子どもに相談し、協力を得なが

ら行わなければならない、ということです。 

 


